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国技館の建設以降、墨田区では雨水利用を積極
的に推進した結果、多くのビルやマンションに雨
水利用が普及し、路地尊も地域で活躍していま
す。現在、総貯水量も26,000tを超えるまでになり
ました。　これは、区民一人あたりに換算すると
約95リットル※1に相当します。
※1 区民約28万人（2023年3月現在）

墨田区では１９９５年から、マンションの建築などの一定規模以上の開発

行為に対して、雨水の貯留・利用と浸透舗装を指導しています。東京スカイツ

リー  にも２,６３５tの容量を持つ巨大な雨水タンクがあり、トイレの流し水、

屋上緑化への散水、太陽光発電に使うパネルの冷却などに利用されます。
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東京のように地面のほとんどが舗装さ
れてしまった都市では、降った雨が下
水道に一挙に押し寄せ、都市型洪水が
発生しています。1999年には、新宿
で地下室が水没し、死亡事故が起きて
います。近年、ゲリラ豪雨が各地で起
こっており、それが都市型洪水の新た
な原因となっています。

（2011年3月現在、132自治体が参加）
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家 庭 用 雨 水 タ ン ク の 例

阪神・淡路大震災の被災地、神戸では、
水道が壊滅して約１ヶ月間断水し、市民
は生活用水の確保に大変苦労しました。
関東大震災から100年、こ の 東 京 を 再
び大地震が襲ったら、命にかかせない水
の確保は大丈夫でしょうか。
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区施設から民間のビルへ、地域へと雨水利用の取り組みは大きな広がり
を見せています。区は、全国に先駆けて雨水利用の施策化を図る一方、
雨水市民の会や他の自治体と連携して雨水利用に取り組んでいます。
1994年の雨水利用東京国際会議以降、その輪は世界に広がっています。

2016 「雨水ネットワーク会議」が「雨水ネットワーク」に名称変更
「雨水利用自治体担当者連絡会」が「雨水ネットワーク」の行政部会に組織変更

8,400㎡の大屋根に降った雨水を1000tの
地下のタンクにためて都市型洪水を防ぎま
す。ためた雨水は、1万人を超える観客のトイ
レ洗浄水及び防災用水として活用します。日
本 の 大 規 模 な 雨 水 利 用 施 設 の 第 1 号で す。
1985年竣工。

東京は水源の80％を利根川上流のダム
に依存しています。もし水 源 地 に雨 が
降らず、ダムの水が枯れてしまったら
都市機能はたちまちストップしてしま
います。2016年の夏、東京は79日間の取
水制限に追い込まれました。

区内に雨水タンクを設置する方に助成金を交付しており、

これまでに350基以上の雨水タンクに助成を行ってきまし

た。（2022年度末現在）
※助成金は、本体価格及び設置に係る経費の合計の2分の1

（上限50,000円、消費税を除く）です。

世界の水問題の切り札に…

温水洗浄便座、

40


